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気候変動への積極的な取り組みとして、私たちは直接的及び、間接的な温室効果ガス排出を対象とする意欲的な10カ年

脱炭素化計画を実施しました（スコープ1、2）。

この計画は、排出量の多い事業所における二酸化炭素排出量を大幅に削減することを目指すとともに、その実施に必要な

投資を見込んでいます。

具体的には、スコープ1の排出量を削減するための主要プロジェクトを特定しました。

 ① エネルギー需要を発生源から削減

 ② エネルギー効率を改善

 ③ 化石燃料をよりクリーンな代替燃料に置き換え （電力など）

 ④ 自社で使用する車両の見直し

これらのプロジェクトは、CO₂換算で約74,600トンの削減をもたらすはずです。関与するのは、主に本社グラース、米国、ブル

ガリア、トルコの我々の拠点です。

当社の電力消費に関わるスコープ2については、再生可能な電力の購入または生産を中心とする2つの主要プロジェクトが選

定されており、当社の消費量を68,800トン（CO₂換算）削減できる可能性があると推定しています。当社の子会社のうち9

社は、そのエネルギー使用量と地域のエネルギーミックスに基づいて優先事項として特定されています。

また、投資コスト（CAPEX）、運転コスト（OPEX）、予想される炭素削減量など、各プロジェクトの財務的影響も試算しまし

た。これらのプロジェクトを時間をかけて段階的に実施することで、投資の時期をずらし、私たちの力量と目標に見合うように確

実に実施することが可能になります。

ロベルテは今年から持続可能性報告書を発行します。この新しい文書は、欧州の指示に準拠しているだけでなく、持続可能

な開発に対する当社の長期的なコミットメントを反映しています。CSRD（Corporate SustainabilityReporting Directive：欧

州連合（EU）が2023年1月に発効した「企業サステナビリティ報告指令」は、EU域内の大企業や上場企業に対して、環境・社会・ガバナンス

（ESG）に関する情報開示を義務付ける規制です。）により導入されたこの報告書は、財務諸表に対する既存の要件と同様に、

企業の非財務情報の構造化と信頼性の向上を目的とした規制の枠組みの一部です。

ロベルテのサステナビリティー・レポート2024は、弊社のHPに掲載されています（英・仏）。
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左の写真は、花ですが、バイオレットは、花ではなく、茎を含

む葉を抽出します。アブソリュート は、アーティチョーク、メロン、

キュウリ、イチジクの葉を思わせる濃厚なグリーンノートで、特

に、フレッシュ、マリン、フローラル、トランスペアレントなユニセッ

クスのラグジュアリー・フレグランスに、パワフルなグリーンノート

を加えてくれます。バジル、エストラゴン、チュベローズ、セージ、

ヒヤシンス等との組み合わせがよく見られます。カラーレスが多

く使われます。

バイオレットの花は、非常に収率が悪い為、抽出は行いませ

ん。この花の香りを再現するには、合成イオノンや、イロンが

使われます。

花の砂糖漬けは、色も綺麗で、ヨーロッパでは、非常に多く

見られ、ケーキ、アイスクリームのデコレーションに使われます。

フランスでは、通常、冬の間（10月～3月）は、ブーケ用に

花が収穫され、抽出用の葉は、一回目が5月、二回目が7

月に収穫されます。

ロベルテでは、エジプト産も扱っております。
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トンカビーンズは、ハーブ、アーモンド、バルサミコノートとともに、

キャラメル、クマリン、タバコ、ヘイ、アンバーのベースノートを持

つ、豊かで甘いバニラ様の香り持っています。フレグランスの

ベースノートとして使われるアブソリュートは、フゼア、オリエンタ

ル、シプレー、アンバーに温かみと丸みを与え、香りを安定さ

せる役目もあります。

インモーテル、セージ、ベルガモット、スチラックス、ラベンダー、

オークモスとも相性が良く、ムスクノートを加えてくれます。

かつては、パイプタバコに多く使われていました。

抽出に使用するのは、名前の通り、豆です。成長したトンカ

の木から、おおよそ15キロの豆を収穫出来ます。収率として

は、1トンの豆から40キロのアブソリュートが得られます。

2023年以降、トンカ市場は、主に気候変動の影響による

収穫量の減少と需要の増加により、供給については、ブラジ

ルと並行して、注意深く観察する必要があります。
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